
ダム整備が効果を発揮（北海道 大雪ダム）（国管理）
たいせつ

大雪ダム貯水状況

防災操作終了
EL=795.76ｍ

防災操作開始
EL=793.90ｍ

11/20 5:00～11/20 20:50 までの
防災操作によってダムに貯留した水量

約 354万㎥
（札幌ドームの容量を158万㎥として

約 2.2杯分）

○令和2年11月20日に、大雪ダムでは、温帯低気圧に伴う降雨により洪水量を超える流入量を観測。

〇大雪ダムの防災操作によって、ピーク時の水量を１００％抑え、下流河川の水位低減を図り、下流の上川町(上川水位観測所）

では、水位を約0.35m低減させる効果があったものと推測されます。

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。
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上川水位観測所地点における水位低減効果

▽計画高水位 EL=330.64m

▽氾濫注意水位 EL=327.40m
▽水防団待機水位 EL=326.90m

実績水位 H=326.16m

ダムが無い場合の想定水位 H=326.51m

約0.35mの水位低減効果
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ダムがなかった場合の
想定水位：326.51ｍ

実績水位：326.16ｍ


